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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成27年7月16日(2015.7.16)

【公開番号】特開2014-67461(P2014-67461A)
【公開日】平成26年4月17日(2014.4.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-019
【出願番号】特願2012-210399(P2012-210399)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｃ  16/02     (2006.01)
   Ｇ１１Ｃ  16/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｃ   17/00     ６１１Ｅ
   Ｇ１１Ｃ   17/00     ６１１Ｆ
   Ｇ１１Ｃ   17/00     ６３５　

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月27日(2015.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　グローバルビット線ＧＢＬ０は、ＮＭＯＳ１４５ａを介してメインビット線ＭＢＬ０に
接続され、ＮＭＯＳ１４５ｂを介して電源線Ｖ２４に接続されている。ＮＭＯＳ１４５ａ
のゲートには選択信号ＳＧＴ０が入力され、ＮＭＯＳ１４５ｂのゲートには選択信号ＳＧ
Ｂ０が入力される。グローバルビット線ＧＢＬ１は、ＮＭＯＳ１４６ａを介してメインビ
ット線ＭＢＬ０に接続され、ＮＭＯＳ１４６ｂを介して電源線Ｖ２４に接続されている。
ＮＭＯＳ１４６ａのゲートには選択信号ＳＧＴ１が入力され、ＮＭＯＳ１４６ｂのゲート
には選択信号ＳＧＢ１が入力される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　ＮＯＴゲート１５３には、信号ＤＩが入力される。ＮＡＮＤゲート１５４には、信号Ｈ
ＧＢＬＢと信号ＷＡＢが入力される。ＮＡＮＤゲート１５５には、信号ＨＧＢＬＢと、Ｎ
ＯＴゲート１５３の出力即ち信号ＤＩの反転信号が入力される。ＮＡＮＤゲート１５４の
出力及びＮＡＮＤゲート１５５の出力は、ＮＡＮＤゲート１５６に入力され、その出力は
、ＰＭＯＳ１５８のゲートに入力される。ＮＡＮＤゲート１５５の出力及び信号ＷＡＢは
、ＮＯＲゲート１５７に入力され、その出力は、ＮＭＯＳ１５９のゲートに入力される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　例えば、プログラム動作において、プログラムセグメントＰＳＥＧ０－３のうち、プロ
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グラムセグメントＰＳＥＧ０を選択する場合、そのプログラムセグメントＰＳＥＧ０に設
けられたソース線ＳＲＣ０が選択され、そのソース線ＳＲＣ０が電圧ＶＳＴに設定される
。非選択のプログラムセグメントＰＳＥＧ１－３のソース線ＳＲＣ１－３は、電圧ＶＳＢ
に設定される。電圧ＶＳＢは、電圧ＶＳＴよりも高く設定され、例えば、電圧ＶＳＴは１
．８Ｖ、電圧ＶＳＢは電圧２．４Ｖに設定される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　上記第１の実施の形態では、１つのメモリブロック領域１００Ａにつきビット線ＢＬが
１０２４本である場合に、２５６本のビット線ＢＬ毎に、４つプログラムセグメントＰＳ
ＥＧに分割する例を示した。分割するプログラムセグメントＰＳＥＧの数は、上記の例に
限定されるものではない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　尚、ソース線ＳＲＣ１に接続されたソース線スイッチ１６０Ｂには、信号ＵＩＯ及び信
号ＣＡＢ＜３＞が入力される。ソース線ＳＲＣ２に接続されたソース線スイッチ１６０Ｂ
には、信号ＬＩＯ及び信号ＣＡＴ＜３＞が入力される。ソース線ＳＲＣ３に接続されたソ
ース線スイッチ１６０Ｂには、信号ＵＩＯ及び信号ＣＡＴ＜３＞が入力される。これらの
ソース線スイッチ１６０Ｂにおいても、上記ソース線ＳＲＣ０に接続されたソース線スイ
ッチ１６０Ｂと同様の流れで信号の処理が行われる。
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